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1.はじめに 
堆積有機物に対する炭素・窒素安定同位体比の測定は

過去の環境動態を調査する為に有用な方法と思われる

が、比較的近年の堆積状態について詳細に調査した例は

少ない。本研究では東京湾海底においてコアサンプリン

グを行い、細分割(2cm 厚ごと)した試料について炭素･

窒素安定同位体比分析、さらに 210Pb 年代測定および関

連項目の分析を行うことでその動態を調査した。 
 

2.方法 
東京湾内の 2地点において直径 20cmのアクリルコア

を用いて海底堆積物の不撹乱柱状採泥を行い、分割装置

を用いて 2cm の堆積厚ごとに分割した。 
分割した試料は含水率、強熱減量測定分を採取した後

風乾し、TOC、TON、炭素・窒素安定同位体比（δ13C、

δ15N）および 210Pb による年代測定を行った。 
 

3.結果 
調査を行った２地点においてδ13C は表層付近で約

0.3‰の差を示し、1960 年頃の堆積年代層以深において

はその差が拡大していることが確認された。δ15N につ

いては表層～1960 年程度までの堆積年代層では２地点

の値はほぼ一致した値を示し、それ以深においてはδ13C
と同様両地点の測定値には差が生じた。TOC、TON に

ついては測定を行った層全体において深度と共に暫減

する傾向がみられた。 
 

4.考察 
δ13C については表層付近から値に一定の差がみられ

た。これは２地点における陸起源有機物の割合の差と考

えられる。δ13C、δ15N の傾向が 1960 年頃以前の堆積

層で一致して変化していることは、これ以前と以後にお

いて有機物の堆積環境について大きな変化が生じた可

能性を示している。TOC、TON などの測定結果からは

こうした動向は確認できず、情報としては「埋もれて」

しまっていたものと考えられる。 
今後、背景情報の調査と他項目の分析を行い、堆積時

の状態についてさらに詳細な解析を行う予定である。 
また、値の変動について考えられるもう一つの理由と

して、堆積後の環境変化（分解など）と同位体比の変化

についても調査・検討を行う。 
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図 1.試料の堆積年代とδC 
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図 2.試料の堆積年代とδN 


